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■1on1レポートとは
1on1レポートは、対象となる2人の特性を重ね合わせて比較したレポートです。

異なる特徴をもつ2人の特性を重ね合わせることで、個別のレポートでは見えにくかった2人の特徴の差をわかりやすく比較することができます。

■1on1レポートの構成
1on1レポートは「基本要素」「モチベーション特性」「ストレス特性」の3つのレポートで構成されています。
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支援者 氏名 コーチ *対象者 氏名 選手A *

■ 1on1レポート

１．基本要素の1on1レポート

２．モチベーション特性の1on1レポート

３．ストレス特性の1on1レポート



年齢 性別 男 年齢 性別 男

１．基本要素の1on1レポート

対象となる2人の基本要素を比較したものです。

・基本要素は、偏りを4段階14対28項目で表しており、全ての特性や資質のもとになります。要素の偏りは人によって異なります。

・相手の基本要素のうち、自分の偏りと近い要素は共感しやすく、自分の偏りと隔たりがある要素は理解するのに時間がかかることがあります。

・自分と相手の基本要素の違いを理解し、一歩ひいて落ち着いて見ることが大切です。

【上段のグラフと数値を確認する】

①上段のグラフを確認する

＜上段のグラフと数値は、【対象者】 さんの基本要素を偏り（特徴）が強い順に並べたものです＞

・まず上のグラフで【対象者】さんの基本要素の特徴を確認します。

・次に【支援者】さんの基本要素を確認します。【対象者】さんと比較して似ている部分、違っている部分を比較することができます。

②上段の数値を確認する

【数値が太字になっている＝グラフの偏りが逆になっている】

・数値が太字で表示されている部分に注目します。太字で表示されている部分は、【対象者】さんと

  【支援者】さんの基本要素が反対の特徴を持っていることを示しています。

・この場合、2人が物事に対して異なった考えを持ち行動することが考えられます。

・特に偏りの大きい要素がこの状態であるときは、意識して相手がこの特性を強みとして発揮できるように

  支援することが必要です。

【数値が太字になっていない＝グラフが同じ方向に偏っている】

・数値が太字で表示されていない部分を確認します。

  太字になっていない部分は、【対象者】さんと【支援者】さんの基本要素が同じ特徴を持っていることを

  示しています。

・この場合、２人が物事に対して同じように感じ、考え、行動することが考えられます。

・たとえ同じ方向に偏っていても、その数値の差が大きい場合には、お互いに相手に対して大きなギャップ

  を感じる場合があります。

【下段のグラフと数値を確認する】

③下段のグラフと数値を確認し、値の差に注目する

＜下段のグラフと数値は【対象者】さんと【支援者】さんの基本要素の差（ギャップ）が大きい順に並べたものです＞

・グラフ/表の上にあるほど、2人の基本要素の特徴に差があり、ギャップが大きいことが分かります。
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１．基本要素の1on1レポート
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１．基本要素 1on1 選手Aさんの基本要素とコーチさんの基本要素を重ねて比較できるようにしたものです。

■

■

さんの偏り（特徴）が大きい順

2人の偏りの差（2人の違い）が大きい順

「＊」は偏りが０.00（偏りなし）のもの
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対象者 氏名 選手A * 支援者 氏名 コーチ *

冷静

内向

繊細 大らか

2.67

1.33 5.33 6.67

4.67

5.332.00

3.33 6.00 9.33

楽観

0.00 3.33 3.33

選手A コーチ

2.67

意識習慣特性

無警戒

野心

進取

外向

少考

自信

変化

情熱

4.67 1.33 6.00

1.33 6.00

3.33 3.33

5.33

6.67

3.33

気分変化

気長

気分変化

多考 少考

* 攻撃

変化 変化

3.33

0.00

7.33

3.33

率先

踏襲

1.33

4.67

4.67

1.33
外向

自信

警戒

謙虚

無警戒

楽観

野心

多考 少考

寛容 攻撃

変化

群居性 自己尊重

自責 楽観

持続

現実 野心

自己尊重

冷静 情熱

内向 外向

無警戒

謙虚 自信

不惑 気分変化

警戒

繊細 大らか

踏襲

気長

警戒

現実

踏襲

内向

多考

無警戒

野心

進取

外向

少考

変化

情熱

自信

楽観

攻撃

進取

持続

冷静

謙虚

自責

寛容

気長

不惑

群居性

繊細

選手A 選手A コーチ

4.67

率先

警戒

野心

踏襲

内向

多考

変化

冷静

謙虚

楽観

* 攻撃

6.674.67

4.67

差

7.33 2.00 5.33

6.00 4.00 2.00

気分変化

自己尊重

自信とプライドに満ちているほうか

今まで通りのやり方を好むほうか、

新しいものを好むほうか

人間関係がせまく深いほうか、

人間関係が広く浅いほうか

思慮深く慎重なほうか、

あまり考えず思い切りが良いほうか

物事にこだわり簡単に諦めないほうか、

2.00

9.33

差

11.33

3.33 6.67

5.33 6.67

0.67 2.67

進取

踏襲

4.67

6.67

5.33

3.33 3.33

4.67 6.00

2.00 5.33

4.67 6.00 1.33

2.67 5.33 2.67

6.00 4.00 2.00

0.67 楽観

野心

2.67 2.00

2.00

自己尊重

4.67 1.33 6.00

9.33進取 6.003.33
情熱

無警戒

変化

現実

気長

率先

寛容

対人社会特性

警戒

意欲活力特性

人や物事を信じやすく無警戒なほうか、

警戒心が強いほうか

欲がなく現実を受けとめるほうか、

人にやさしく寛容なほうか、

言うべきことを言うほうか

あっさりとして柔軟なほうか

野心

攻撃

大きな夢や目標を掲げるほうか

のんびり悠然としているか、

率先してテキパキとこなしていくほうか

心理情緒特性

自己尊重

謙虚

細やかで繊細なタイプか、

おおざっぱなタイプか

繊細

気分変化

大らか

自責

楽観

不惑

冷静

情熱

意欲活力特性

選手A

コーチ

意識習慣特性

対人社会特性

心理情緒特性

心理情緒特性

意識習慣特性

対人社会特性

意識習慣特性

心理情緒特性

心理情緒特性

意識習慣特性

心理情緒特性

心理情緒特性

心理情緒特性

対人社会特性

意欲活力特性

意欲活力特性

対人社会特性

意欲活力特性

意識習慣特性

意識習慣特性

意識習慣特性

自信

内向

外向

群居性

心理情緒特性

意識習慣特性

心理情緒特性

心理情緒特性

心理情緒特性

心理情緒特性

多考

少考

持続

6.00 1.33

9.33

気分変化

自己尊重

大らか

率先

気分変化

自己尊重

大らか繊細

気長 率先

4.67

11.33

責任感があるが悲観的か、

楽観的だが責任感が薄いか

気分に波がないほうか、

気分がコロコロ変化するほうか

クールで冷静にふるまうほうか、

明るく情熱的にふるまうほうか

仲間といることを好むか、

自分だけでいることを好むか

謙虚で過信しないほうか、

１．基本要素の1on1レポート

① ②

③
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２．モチベーション特性の1on1レポート

対象となる2人のモチベーション特性を比較したものです。

・どのようなことにモチベーションを感じやすいか/感じにくいか、その特性は人によって異なります。

・人を応援しようとするとき、自分のモチベーション特性にあわせた声がけをしがちです。

  しかし、相手のモチベーション特性と食い違っていては相手のモチベーションがあがるとは限りません。

・自分と相手のモチベーション特性の違いを理解し、相手のモチベーション特性にあわせた声がけを意識することが大切です。

【上段のグラフと数値を確認する】

①．数字が紫色太字になっている特性・・・・・【支援者】さんより【対象者】さんのほうがモチベーションが上がりやすい特性です。

・ 【支援者】さんにとっては【対象者】さんほどにはモチベーションが上がらない特性なので、【対象者】さんのモチベーションを上げるための声がけが充分でない

可能性があります。

・ 特に上の方に紫色太字になっている特性がある場合は、その特性にあわせた声がけをもう少し意識してみてください。

②．数字が緑色太字になっている特性・・・・・【対象者】さんより【支援者】さんのほうがモチベーションが上がりやすい特性です。

・ 【対象者】さんにとっては【支援者】さんほどにはモチベーションが上がらない特性ですが、【対象者】さんのモチベーションが上がると感じモチベーションを

　上げようとしてしまい、声がけが空回りしている可能性があります。

・ 特に下のほうに緑色太字になっている特性がある場合は、その特性にあわせた声がけは少し控えめにして様子を見るようにしてください。

【下段のグラフと数値を確認する】

③．下段のグラフと数値を確認し、値の差に注目する

(1)値の差が大きい特性

・ 【対象者】さんと【支援者】さんのモチベーションの感じ方に差があるため、声掛けが食い違いやすい

  特性です。

・ 【支援者】さんの特性ではなく【対象者】さんの特性のほうを強く意識した声がけを心掛けてください。

(2)値の差が小さい特性

・ 【対象者】さんと【支援者】さんのモチベーションの感じ方が比較的近い特性です。

・ お2人の特性にあわせた温かい声がけを継続してください。
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２．モチベーション特性の 1on1レポート
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２．モチベーション特性 1on1 特性を、選手Aさんのモチベーションが上がりやすい順に並べ、そこにコーチさんの特性を重ねています。

■ 選手A

■ コーチ

人間関係 自分の判断で自由にできる

完璧さ 自分が納得できる完璧なものを作る、完璧に成しとげる

チームワーク 自分がチームに貢献している

勝利・勝負 勝つことで自分がうれしい、達成感がある

楽しさ 自分が楽しんでいる

支配/服従 自分が皆を引っ張っている

完璧さ 完璧にすることで人にほめられる

楽しさ みんなと一緒に楽しむ、楽しませてもらう

支配/服従 尊敬する人、決めてくれる人に従っている

勝利・勝負 勝つことでほめられる

チームワーク 皆で助け合っている

人間関係 みんなで一緒に仲良くできる

支配/服従 自分が皆を引っ張っている

勝利・勝負 勝つことで自分がうれしい、達成感がある

チームワーク 自分がチームに貢献している

人間関係 みんなで一緒に仲良くできる

完璧さ 完璧にすることで人にほめられる

楽しさ 自分が楽しんでいる

支配/服従 尊敬する人、決めてくれる人に従っている

完璧さ 自分が納得できる完璧なものを作る、完璧に成しとげる

楽しさ みんなと一緒に楽しむ、楽しませてもらう

勝利・勝負 勝つことでほめられる

チームワーク 皆で助け合っている

人間関係 自分の判断で自由にできる
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* 支援者 氏名 コーチ *対象者 氏名 選手A

170.0

146.7

モチベーションの種類 選手A コーチ

外発

外発

内発

内発

内発

113.3

説明（こうなりたいからがんばる）モチベーションの種類 2人の偏りの差（2人の違い）が大きい順

外発

外発

300.0 470.0 170.0

508.3 736.7 228.3

730.0 196.7

選手A コーチ 差

533.3

外発

外発

外発

740.0 186.7553.3

30.0

300.0 470.0

380.0 350.0

60.0

508.3

683.3 6.7内発

内発

内発

内発

内発

内発

676.7

435.0

430.0 276.7 153.3

553.3 740.0 186.7

473.3 310.0

736.7 228.3

320.0380.0

説明（こうなりたいからがんばる）選手Aさんの特徴（偏り）が大きい順

525.0 683.3 158.3

533.3 730.0 196.7

581.7

外発 380.0 350.0 30.0

内発 676.7 683.3 6.7

310.0 163.3

内発 525.0 683.3 158.3

外発 430.0 276.7 153.3

外発 473.3

内発 581.7 435.0 146.7

外発 460.0 573.3 113.3

外発 380.0 320.0 60.0

163.3

460.0 573.3

差

モチベーションが

上がりやすい

モチベーションが

上がりにくい

２．モチベーション特性の 1on1レポート

① ②

③
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３．ストレス特性の1on1レポート

対象となる2人のストレス特性を比較したものです。

・どのようなことにストレスを感じやすいか/感じにくいか、その特性は人により異なります。

・自分が感じにくいストレスについては配慮しきれずに相手にストレスをかけすぎている可能性があります。一方適度なストレスは成長のために

  必要なことでもありますが自分が感じやすいストレスについては配慮しすぎて適度なストレスを相手にかけきれずにいる可能性もあります。

・自分と相手のストレス特性の違いを理解し、相手のストレス特性にあわせた配慮を意識することが大切です。

【上段のグラフと数値を確認する】

①．数字が紫色太字になっている特性・・・・・【支援者】さんより【対象者】さんのほうがストレスを感じにくい特性です。

・ 成長のためには、ときには適度なストレスのなかで頑張ることも必要ですが、【対象者】さんよりも【支援者】さんのほうが先にストレスを

 感じてしまいがちなため、まだ頑張れるのにその頑張りを回避させてしまっている可能性があります。

・ 特に上の方に紫色太字になっている特性がある場合は、その特性へのストレスの感じにくさを活用してもう少し頑張るよう支援する声がけを
 意識してみてください。

②．数字が緑色太字になっている特性・・・・・【対象者】さんより【支援者】さんのほうがストレスを感じにくい特性です。

・ 【支援者】さんは【対象者】さんほどにはストレスを感じない特性なので、配慮しきれずストレスをかけすぎてしまっている可能性があります。

・ 特に下の方に緑色太字になっている特性がある場合は、【支援者】さんの感じ方ではなく、【対象者】さんの感じ方を大切に、ストレスがかからないよう

 配慮した声がけを心がけてください。

【下段のグラフと数値を確認する】

③．下段のグラフと数値を確認し、値の差に注目する

(1)値の差が大きい特性

・ 【対象者】さんと【支援者】さんのストレスの感じ方に食い違いが起こりやすい特性です。

・ 【支援者】さんの特性ではなく【対象者】さんの特性のほうを強く意識した配慮を心がけてください。

(2)値の差が小さい特性

・ 【対象者】さんと【支援者】さんのストレスの感じ方が比較的近い特性です。

・ お2人の特性にあわせた温かい配慮を継続してください。
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支援者 氏名 コーチ *対象者 氏名 選手A *

３．ストレス特性の1on1レポート
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３．ストレス特性 1on1 特性を、選手Aさんがストレスを感じにくい順に並べ、そこにコーチさんの特性を重ねています。

■ 選手A

■ コーチ

自分自身で判断をする

思慮深さが求められる

周囲との衝突を避ける

人に指示をする

成果を求められる

努力を求められる

厳しい目標や競争

マニュアル通りに進める

前例がない事への挑戦

即断即決が求められる

人からの指示を受ける

協調が求められる

即断即決が求められる

前例がない事への挑戦

周囲との衝突を避ける

努力を求められる

思慮深さが求められる

厳しい目標や競争

成果を求められる

マニュアル通りに進める

人に指示をする

協調が求められる

人からの指示を受ける

自分自身で判断をする
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支援者 氏名 コーチ *対象者 氏名 選手A *

ストレスの種類 説明選手A コーチ 差

593.3 350.0 243.3抑制

431.7 753.3

グループのリーダーとなってメンバーに指示を出したり、集団のまとめ役となることを求められる場合

努力や過程よりも、とにかく結果を出すことが求められる場合

結果がすぐに出なくても構わないので、常日頃からのコツコツと地道な努力が求められる場合抑制

発動

他の人からの指示を受けるのではなく、自主的、自律的な判断が求められる場合

536.7 743.3 206.7

486.7 240.0 246.7

721.7

718.3 240.0

473.3 273.3 200.0抑制

110.0

321.7

396.7 733.3 336.7

440.0330.0

発動

選手Aさんの特徴（偏り）が大きい順

545.0

発動 今までに誰もやったことがない、新しいことへ挑戦が求められる場合

判断に時間をかけず、常に瞬時に決断することが求められる場合

説明

抑制

393.3

発動

抑制

抑制

発動

発動

抑制

396.7 733.3 336.7 判断に時間をかけず、常に瞬時に決断することが求められる場合

発動 431.7 753.3 321.7 今までに誰もやったことがない、新しいことへ挑戦が求められる場合

発動

563.3 261.7 301.7

抑制

発動

他の人と衝突せず、相手を許し、譲り合い、おだやかであることが求められる場合

593.3 350.0 243.3 時間をかけてもいいので、物事の背景や原因等を深くしっかり考えることが求められる場合

発動 478.3 718.3 240.0 仲間同士や外部の人たちと激しく競い合い、高い目標を目指すことが求められる場合

330.0 440.0 110.0 他の人たちと交流し、関わり合う中で、相手を信じ、お互いを尊重しあうことが求められる場合

抑制

発動

発動

200.0

393.3 306.7 86.7 目上の人や他のメンバーなど、他者からの指示に忠実に従うことを求められる場合

536.7 743.3 206.7 努力や過程よりも、とにかく結果を出すことが求められる場合

545.0

473.3 273.3 過去に実績のある確実な方法で、冒険をせず安全着実に実行することが求められる場合

640.0 686.7 46.7 他の人からの指示を受けるのではなく、自主的、自律的な判断が求められる場合

721.7 176.7 グループのリーダーとなってメンバーに指示を出したり、集団のまとめ役となることを求められる場合

抑制

過去に実績のある確実な方法で、冒険をせず安全着実に実行することが求められる場合

563.3 261.7 301.7

640.0 686.7

仲間同士や外部の人たちと激しく競い合い、高い目標を目指すことが求められる場合

抑制 486.7 240.0 246.7 結果がすぐに出なくても構わないので、常日頃からのコツコツと地道な努力が求められる場合

46.7

目上の人や他のメンバーなど、他者からの指示に忠実に従うことを求められる場合

他の人たちと交流し、関わり合う中で、相手を信じ、お互いを尊重しあうことが求められる場合

ストレスの種類

抑制

2人の偏りの差（2人の違い）が大きい順 選手A コーチ 差

306.7 86.7

176.7

時間をかけてもいいので、物事の背景や原因等を深くしっかり考えることが求められる場合

他の人と衝突せず、相手を許し、譲り合い、おだやかであることが求められる場合

478.3

ストレスを

感じにくい

ストレスを

感じやすい

３．ストレス特性の1on1レポート

① ②

③

■ストレスに対する 『感じにくさ』 を、1000点満点で表しています。

■数字が大きいほどその項目に対するストレスを感じにくく、数字が小さい程ストレスを感

じやすい傾向を表します。


